
ECE R44.04: A,C,D
ECE R44.04: ISOFIX

ジョイ―シグネイチャ―・チャイルドシート

アーク 360 signature
取扱説明書／保証書

適 合 基 準
適 応 体 重
年 齢の目安

ECE R44.04 Group 0+/1
2.5kg から 18kg まで
新生児から 4 歳頃まで

：
：
：

本製品は、本製品の座席（シェル）が回転することに
より、自動車の進行方向に対して後ろ向き、または前
向きにして使用することができます。
お子さまの体重が 9kg 以上になるまでは、後ろ向き
でのみ使用可能です。前向きでは絶対に使用しない
でください。

正しい向きで使用すること
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本製品は、自動車の座席に取り付けて使用するチャイルドシートです。
本製品は、最新の欧州基準に適合するチャイルドシートですが、使用方法を
誤ると、所定の安全性能を発揮できないばかりか、お子さまのみならず他の
乗員の方や保護者の方の安全にも重大な影響をおよぼすおそれがあります。
安全に本製品をご使用いただくため、あらかじめ本取扱説明書を熟読し、内
容を十分にご理解した上で本製品をご使用ください。本取扱説明書は、本
体背面の取扱説明書ホルダーに大切に保管し、必要なときにいつでも取り出
して参照できるようにしておいてください。

必ずお読みください！！

取扱説明書ホルダー
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チャイルドシートをご使用いただくにあたって、 国土交通省推奨によるユーザー登録
へのご協力をお願いいたします。本製品は、日本国内で使用を認められている欧州
のチャイルドシート基準である ECE 基準に適合しています。本製品は、当該基準に
適合するよう万全の注意をもって製造されていますが、万が一基準に適さない製品
が発生し、かつその製品が出荷されてしまった場合、直ちにその製品を入手された
お客様にご連絡を差し上げ、対象となった製品を修理する必要があります。
このような場合に、 迅速にお客様に情報をお伝えし適切に対応できるよう、 お客様に
はユーザー登録をお願いしています。
お預かりしたお客様の個人情報は、弊社が管理し、お客様の承諾を得ない限り、こ
の緊急の連絡の目的以外には利用いたしません。

ユーザー登録のお願い

チャイルドシートについて
チャイルドシートは、 万が一の交通事故の際や自動車の急制動 ( 急発進・急停止・急
なハンドル操作など ) によって生じる、お子さまへの負担や衝撃を軽減することを目
的としているものであり、お子さまを交通事故や急制動により生じる負担や衝撃か
ら無傷で守る事を保証する製品ではありません。
また、チャイルドシートが正しく取り付けられていなかったり、お子さまがチャイル
ドシートに正しく固定されていなかったり、 お子さまの体重や体格に適さない状態で
チャイルドシートを使用したりすると、交通事故や急制動時に本製品が所定の性能
を発揮できないばかりか、本製品が動くなどして、お子さまの安全のみならず、他
の同乗者の安全にも重大な影響をおよぼすおそれがあります。
本製品を使用するにあたっては、本取扱説明書の記載内容および本製品本体の表記、
ならびにお使いになるお車の取扱説明書の指示を理解し、その内容に従って、常に
正しくご使用ください。
また、どれほど短い距離、どれほど短時間のドライブであろうとも、本製品を常に
正しくご使用いただくとともに慎重で安全な運転を心がけるようにしてください。

はじめにお読みください 使用に関するアドバイス
お子さまのチャイルドシートの使用を習慣付けるようにしてください。
また、大人の方も必ずシートベルトを着用するようにしてください。
長距離を走る場合、最低でも 1 時間おきに休憩をとり、お子さまをシートから降ろし
てあげるようにしてください。
本製品はお子さまの成長、発達、着衣の状態に応じて調節できる部位、部品があり
ます。常にお子さまの体型や着衣の状態に応じて適切に調節するように心がけてく
ださい。
事故時や、緊急事態には、お子さまを直ちに応急処置し、医療機関にご相談ください。

katoji.co.jp

適合する自動車の座席について
本製品は、自動車の座席の汎用 ISO-FIX 固定バーに取り付けますが、全ての汎用
ISO-FIX 固定バーに取り付けて使用できるとは限りません。
本書および自動車の取扱説明書を参照の上、確認してください。
汎用 ISO-FIX 固定バーを装備した自動車の座席に関しては、以下のホームページに
記載の適合車種一覧をご確認いただくか、本取扱説明書末尾に記載の弊社お客様
サービスまでお問い合わせください。
なお、適合車種一覧は適宜更新しています。

本製品は、汎用 ISO-FIX バーでのみ自動車の座席に取り付けが可能です。シートベルトやそ
の他の方法により本製品を取り付けることはできません。

取り付けの方法を守ること
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製 品 の 種 類

主 な 原 材 料

パテント番号

チャイルドシート

樹脂・金属・繊維

特許出願中
適 応 体 重

体重 2.5kg から18kg まで

体重 9kg から18kg まで

質量グループ

0+

1

カ テ ゴ リ

セミユニバーサル（準汎用）

セミユニバーサル（準汎用）

サイズ等級

C,D

A

本製品の情報
本製品は、チャイルドシートの基準、ECE-R44.04 に適合するセミユニバーサル仕
様の ISO-FIX 対応チャイルドシートです。

自動車の取扱説明書において、質量グループ、サイズ等級の合致するセミユニバー
サル仕様チャイルドシートを取り付けて使用可能と指示している場合、原則として本
製品が使用できますが、すべての自動車、座席に取り付けて使用できるとは限りま
せん。

疑問がある場合には、チャイルドシートの製造業者または、取扱い販売店にお問い
合わせください。

表記の説明
本取扱説明書では、本製品を使用するにあたって特にご注意・留意いただく事項を「危
険」「警告」「注意」に区分し、強調して表記しています。
この表記に付随して記載されている内容を無視すると、本製品をご使用になるお子
さまや保護者の方、また、周りにいる方や物品に損害をおよぼすおそれがあります
ので、必ずこれらの内容を十分に理解した上でご使用ください。

危険・警告・注意の表記について
表記 表記の内容

この表示に付随して記載されている内容を守らなければ、死亡
または重傷に至る切迫した事態が生じることを示します。

この表示に付随して記載されている内容を守らなければ、死亡
または重傷に至ることがあり得ることを示します。

この表示に付随して記載されている内容を守らなければ、軽傷
または中程度の傷害を負ったり、本製品またはその他の物品に
損害をあたえたりすることがあり得ることを示します。

表記 表記の内容

この表示に付随して記載されている事柄は、正しい状態にあること
を示します。

この表示に付随して記載されている事柄は、誤った状態にあること、
または禁止されていることを示します。

強調・禁止の表記について

本取扱説明で使用しているイラストは、より理解しやすくするために、大きさの比率
の変更、強調、誇張等をおこなっていますので実際とは異なる部分があります。あら
かじめご了承ください。

本取扱説明書で使用するイラストについて

表記 表記の内容

この表示に付随して記載されている事項は、本製品をご使用
いただくにあたって知っておいていただきたいこと、また、本
製品をより便利に使用していただくための大切な情報です。

その他の表記について
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内容物の確認
本製品には、次のものが同梱されています。すべてのものが揃っていることを確認し
てください。万が一、足りないもの、破損しているものがある場合、そのままご使
用にはならず、大変お手数ですが、巻末の保証書に記載のお客様サービスまでご連
絡ください。

お子さまがかぶり窒息するなど重大な事故につながるおそれがありますので、本製品を梱包
しているビニール袋類は開梱後、直ちに破るなどした上で、お子さまの手の届かないところに
廃棄してください。

窒息のおそれがあります

各部の名称

本取扱説明書においては、本製品の各部位、各部品について、次の通りの名称を用
いています。本取扱説明書の記載内容の部位、部品に関して、必要に応じてご確認
ください。

本製品の各部の名称
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自動車に関わる各部の名称
本取扱説明書においては、本製品を取り付ける自動車の座席の部位、部品に関して
言及している箇所があります。本取扱説明書において、自動車の部位、部品につい
ては以下の通りの名称を用います。

お車の取扱説明書においては、別の名称にて記載されている場合があります。必要に応じて、
上図を参照し、お車の取扱説明書の表記と照合するようにしてください。

お子さまの体重が 9kg 以上になった場合、お子さまの体格に応じて、また、年齢を目安とし
て使用してください。月齢の低い間は、後ろ向きでの使用をお勧めいたします。

本製品を使用できるお子さまの範囲と条件は、本製品の適合するチャイルドシート
の基準によって定められています。
本製品は、ECE-R44.04（ヨーロッパ統一基準）のセミユニバーサル仕様、Group 
0+,1 に適合したチャイルドシートであり、新生児※から体重 18kg までのお子さまに
ご使用いただけます。
新生児※から体重 9kg までのお子さまは、必ず、本製品の座席（シェル）を自動車
の進行方向に対して後ろ向きにして使用してください。本製品では、体重 18kg まで
後ろ向きで使用することができます。
体重 9kg 以上のお子さまは、本製品の座席（シェル）を前向きにして使用すること
ができます。
この範囲にあてはまらない、また、本取扱説明書に記載されている条件に適合しな
い場合は、本製品を使用しないでください。

※ここでいう新生児とは、体重 2.5kg 以上かつ在胎週数 37 週以上で出生したお子さまを指します。

使用できるお子さまの条件

本製品の適合する ECE 基準は、使用可能な期間をお子さまの体重によって規定しています。
お子さまの体重が 9kg になるまでは、前向きでは使用しないでください。
また、目安となる年齢が使用可能な範囲であっても、体重が使用できる期間に満たない、ま
たはこれを超える場合には、本製品を使用してはいけません。

正しい向きで使用すること
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座席（シェル）の向きとリクライニングの角度

お子さまの体重

18kg 未満
4 歳頃まで

リクライニングの角度

❶ ~❺
使用可能

座席の向き
後ろ向き

座席の向き
前向き

9kgから
18kgまで

1 歳頃
から

4 歳頃まで

❶~❺
使用可能

ただし、お子さまの首がすわる（生
後 4 ヵ月頃）までは、リクライニ
ングを最も寝かせた状態で使用す
ること。

生後 6 ヵ月頃まではすべてのソフ
トパッドを使用すること。
それ以降は、お子さまの成長、体
格に合わせて調節して使用してく
ださい。

●

●

使用不可

参照 P10

ソフトパッドの使用

年齢は目安です。目安となる年齢が使用可能な範囲であっても、体重が使用できる期間に満
たない、またはこれを超える場合には、使用してはいけません。

ソフトパッドの使用
より快適に、安全にご使用いただくため、本製品ではお子さまの成長や着衣の状態
に合わせて着脱、調節できるソフトパッドが付属しています。下記を参照して、ソフ
トパッドを、取り付け、取り外し、調節してご使用ください。

▶生後 6ヵ月頃まで
❶

▶生後 6ヵ月以降
❸

❹

❷

  

❺
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❶

❷

❸

❹

❷❺
❻

❶助手席    取付・使用不可
❷ 2 列目左右ドア側席   取付・使用可能
❸ 2 列目中央席   取付・使用不可
❹進行方向に向かって横向きの座席 取付・使用不可
❺進行方向に向かって後ろ向きの座席 取付・使用不可
❻ 3 列目以降の座席   取付・使用不可

取り付け、使用可能な座席の位置と向き

自動車の座席への取り付けに関して

上記のシート（座席）全てに取り付け、使用可能とは限りません。
上記は、座席の位置と向きについて使用の可否を記載したものです。この位置と向きであり、
かつその他の条件を満たした座席にのみ、取り付けが可能です。

取り付け条件を守ること

取り付け、使用できない座席
本製品は、全ての自動車、全てのシート（座席）で使用できるものではありません。
本製品を取り付けて使用できる自動車、座席の情報については、お車の取扱説明書
と適合車種一覧を参照してください。

以下に示すシート（座席）では絶対に使用してはいけません。この指示を守らな
いと、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じます。

ISO-FIX 取り付けバーが装備されていても本
製品が使用可能とは限りません。本製品の条
件に適合する仕様の「汎用 ISO-FIX 取り付け
バー」が装備された座席でのみ取り付け可能
です。
お車の取扱説明書をご参照ください。

汎用ISO-FIX取り付けバーの装備されていない座席

フロントエアバッグが作動すると、重大な
事故につながるおそれがあります。フロン
トエアバッグを装備している座席では使用
できません。

フロントエアバッグを装備している座席

本製品の適合車種一覧で、取り付け、使用不可となっている車種または特定の座席
（車種が適合していても、全ての座席で取り付け、使用可能とは限りません）では
使用できません。

適合車種一覧で取り付け、使用不可となっている車種または座席

本製品は、サポートレッグを自動車の床面に接地さ
せて使用します。このため、床面に収納ボックスな
どの構造物がある座席では使用できません。

床面に構造物のある座席
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本製品を取り付けることにより、自動車の操作に影響をおよぼさない事を予め確
認した上で、取り付け、使用してください。

本製品の取り付けにより、自動車の重要な操作に支障をきたす座席

以下に示すシート（座席）では絶対に使用してはいけません。この指示を守らな
いと、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じます。

極端な凸凹がある座席、幅や奥行きが極端に狭い座席、
極端に傾斜した座席、本製品を取り付けるとドアやコン
ソールなど座席以外の構造物に本製品が接触する座席、
可動操作に干渉する座席、本製品のサポートレッグが接
地しない座面の高い座席、本製品のベースが浮く座面の
低い座席では、本製品が安定しないため取り付けること
ができません。また、適合車種でも、限定モデルや中古
車の場合には、特殊な座席が付いていたり、座席そのも
のが交換されている場合もあります。これらの場合、本製
品が安定して設置できないこともあります。

本製品を安定して設置できない座席

ドアを閉めると自動的にシートベルトが装着され
る、パッシブシートベルトが装備された座席では、
本製品を使用できません。

パッシブシートベルトが装備された座席

片開きドアのワンボックスカーのドア側の座席など、本
製品を使用することにより、他の乗員が緊急時に自動
車から脱出しにくくなるおそれがある座席では使用しな
いでください。
実際に本製品を使用する前に緊急時を想定して、使用
しようとする座席の上に本製品を置き、その状態で、
すべての座席から他の乗員が容易に乗降できるかどう
か、また、緊急時にお子さまを迅速に脱出させること
ができるかを、あらかじめ確認してください。

乗員の脱出に影響を与える座席

以下に示すシート（座席）では絶対に使用してはいけません。この指示を守らな
いと、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じます。

本製品は、車の進行方向に向かって前向きの座席にの
み、取り付けて使用することができます。車の進行方
向に向かって後ろ向きや横向きの座席では使用できま
せん。
また、車の進行方向に向かって前向きでも、補助席な
どの特別な座席、バス、電車、飛行機、船などの座席
でも取り付けて使用できません。

進行方向に対して前向き以外の座席

取扱説明書にしたがっても、しっかりと固定できない、
安定しない、本製品の角度等に異常がある、サポート
レッグが接地しないなど、正常に取り付け、使用がで
きない座席では、使用しないでください。

その他、しっかりと取り付けられない座席
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使用上の注意事項
本製品の誤った使用は、所定の機能を発揮できないばかりか、お子さまのみならず
他の乗員の方にも思わぬ危険をおよぼすおそれがあります。
ここでは、本製品をお使いいただくにあたって、注意していただきたい重要な事柄や、

「してはならない」重要な禁止事項について説明しています。

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じ
ることを示します。

本取扱説明書および本製品の本体に記載されている
指示、ならびに本製品を取り付ける自動車の取扱説
明書の指示に従って、正しく自動車のシート（座席）
に固定し、使用してください。
正しく固定されていないと、事故や衝撃を受けた際
に本製品が所定の安全性能を発揮できず、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

正しく自動車の座席に固定して使用すること

本製品は、欧州のチャイルドシート基準に適合するチャ
イルドシートです。この基準により、使用できる条件と
本製品の取り付け、使用方法（後ろ向き、前向き）とそ
れに応じた使用可能なお子さまの体重の条件が定めら
れています。使用条件を守らないと、本製品が所定の
安全性能を発揮できず、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

使用条件を厳守すること

お子さまの体重が規定の範囲内でも、お子さまが成長
し、チャイルドシートに本製品に正しくお子さまを乗せ
た際に、頭頂部がチャイルドシートから上にはみ出して
しまう場合、お子さまの足が本体から極端にはみ出して
しまうようになった場合、調節してもお子さまを正しく
固定できない場合には、所定の安全性能を発揮できま
せんので使用を中止してください。

使用条件を厳守すること

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じ
ることを示します。

本取扱説明書の記載に従い、正しく調節して、
正しくお子さまを固定してください。規定され
た条件に適さないお子さまに使用したり、乳
幼児ベルトを間違って使用したり、お子さまを
立たせたり、正座、中腰の体勢で使用したり、
複数のお子さまを座らせたりしてはいけませ
ん。

お子さまを正しく固定して使用すること

適合する車種の汎用ISO-FIX 固定バーに取り付けて使用します。シートベルトの他、
ひもや、帯状のもの、布、梱包用ベルト、テープなどで本製品を固定してはいけま
せん。
また、本製品を正しく取り付けた上に、これらのもので補強してもいけません。こ
れらのものが、お子さまの首や身体に引っかかるなどして重大な事故につながるお
それがあります。
また、本製品が所定の安全性能を発揮できなくなるおそれがありますので、汎用
ISO-FIX 固定バーで取り付けした上から、シートベルトで固定することもおやめく
ださい。

指定する方法以外での取り付けをしないこと
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じ
ることを示します。

交通事故や急制動の際に本製品が外れ、重大な事故につながるおそれがあります。
自動車の座席の汎用 ISO-FIX 固定バーや本製品の ISO-FIX コネクタに異常が認め
られる場合は、絶対に使用しないでください。

本製品の取り付けに関わる部位、部品に異常が認められる場合、絶対に使用しな
いこと

本製品は、ベースのサポートレッグを前にして自動車のシートに取り付けます。横
向き、後ろ向きなど、本取扱説明書において指示していない向きでシートに取り
付けてはいけません。

指定以外の向きで自動車のシートに取り付け、使用をしないこと

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る切迫した事態が生じ
ることを示します。

本製品は、お子さまの乗せ降ろしのときや、前向き、
後ろ向きの切り替えの際に、座席（シェル）を回転
させることができます。
実際に使用される場合は、座席（シェル）は、前向き、
後ろ向きのいずれかの向きで、確実に固定しなけれ
ばなりません。座席（シェル）を横に向けた状態で
は絶対に使用しないでください。

本製品の座席（シェル）は、前向き、後ろ向きのいずれか以外の向きで使用しな
いこと

サポートレッグは、安全上大変重要な部品です。サ
ポートレッグは、自動車の床面に接地させますので、
サポートレッグの下に物を置かないでください。また、
サポートレッグが正しく機能しなくなるおそれがあり
ますので、サポートレッグの周囲、特にサポートレッ
グの前に物を置かないようにしてください。

サポートレッグの下や周囲に物を置かないこと

いかなる場合でも、お子さまを自動車の中に放置し
てはいけません。日差しにより自動車内の温度が高
くなり、熱中症・脱水症状になるおそれがあります。
また、日差しのない時でも、チャイルドシートから
抜け出そうとしてケガをしたり、誤って自動車の操作
をしたりするなどして、重大な事故につながるおそれ
があります。

お子さまを車内に放置しないこと
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性があります。

交通事故にあった、落下させた、車のドアで強くは
さんだ、など、一度でも強い衝撃を受けた場合は、
使用してはいけません。目には見えない損傷によっ
ても、安全に機能しなくなっている可能性があります。

強い衝撃を受けた場合、損傷した場合は使用を中止すること

他の乗員やお子さまが触れるなどして、必要な固定
部位が解除されたりしているおそれがあります。走
行前には、毎回、チャイルドシートが正しく固定され
ているかどうか、また、本製品が正しく自動車の座
席に正しく取り付けられているかどうか、必ず確認し
てください。

走行前には、毎回、チャイルドシートの取り付け状態を確認すること

本製品と座席の間に、座布団やクッションなどの敷
物を置かないこと。本製品が所定の安全性能を発揮
できなくなるおそれがあります。
本製品を正しく取り付けた際に、自動車のシートに
くぼみや傷が生じる可能性がありますが、あらかじ
めご了承ください。

本製品の下にクッションや敷物などを敷かないこと

お子さまが使用しない場合でも、自動車に本製品を
乗せる際には、本取扱説明書の指示に従い、自動車
のシートに正しく固定しておいてください。また、正
しく固定されていないと、交通事故や急制動の際に
本製品が移動し、運転操作の邪魔になったり、他の
同乗者にあたるなどして、重大な事故につながるお
それがあります。

使用しない場合でも、車内では本製品を必ず固定しておくこと

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性があります。

自動車の走行中は、本製品を操作してはいけま
せん。取り付け状態の確認や、お子さまの固定
状態の確認でも、走行中には操作しないでくだ
さい。走行中に異常を発見したり、取り付け状
態や、お子さまの固定状態に不安が生じたりし
た際は、速やかに自動車を安全な場所に停めて
から、確認、操作を行ってください。

走行中は、チャイルドシートを操作しないこと

自動車の可倒式座席（トランクスペースを広く使え
るよう、座席の背もたれを前に倒すことができる座
席／トランクスルー）にチャイルドシートを取り付
ける場合、背もたれを確実に立てて固定してくださ
い。背もたれが確実に固定されていないと、使用
中に突然背もたれが倒れ、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

可倒式座席の場合、確実に背もたれを固定すること

お子さまを正しく固定できず、お子さまがチャイルドシートから落下したり、飛び
出したりするおそれがありますので、ケープ、毛布など衣服ではないもの、また、
おくるみなど、両足が出ない（股ベルトを両足で挟めない）構造の着衣、サイズの
大きすぎる着衣でチャイルドシートを使用しないでください。厚みのあるダウン
ジャケットなど、厚着をしている場合には、お子さまが確実にチャイルドシートに
固定されるよう、乳幼児ベルト等を正しく調節してください。
また、事故や衝撃を受けた際に、お子さまが滑りやすくなりますので、毛布や座布
団などの敷物をお子さまの下にしかないでください。

不適切な着衣で使用しないこと
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性があります。

自動車のシートのヘッドレストが干渉して本製品の座席（シェル）が回転できな
い場合、無理に回転させようとしないこと
シートの種類によっては、前向き使用時にヘッドレ
ストが干渉して本製品の座席（シェル）が回転させ
られない場合があります。本製品の ISO-FIX コネ
クタを調節しても回転しない場合、シートのヘッド
レストを調節したり、取り外したりするなどして座
席（シェル）を回転できるようにするか、シェルを
回転させずに使用するようにしてください。

本製品が損傷し、所定の安全性能を発揮できなくなるお
それがありますので、チャイルドシートに重いものを載せ
たり、自動車のドアや自動車座席のリクライニングで強
くはさむなどしたりしないでください。本製品が損傷し
た場合、本製品を使用してはいけません。

過度の負担を掛けないこと

チャイルドシートが所定の安全性能を発揮できな
くなるおそれがあります。本製品の分解、改造を
してはいけません。また、指定外の部品への交換、
同梱されていないアクセサリや部品を取り付けて
使用しないでください。

チャイルドシートの分解、改造をしないこと。
指定外の部品を取り付け、使用しないこと

中古品は、過去の履歴や保管状況、使用状況が不明なため
使用してはいけません。
安全のため、使用しなくなった本製品は、再利用されないよ
う配慮いただき、廃棄するようお願いいたします。

中古品や劣化した本製品を使用しないこと

以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性があります。

部品を取り外して使用しないこと
チャイルドシートが所定の安全性能を発揮できなくな
るおそれがありますので、本取扱説明書で別段の指
示がない限り、部品を取り外して使用しないでくださ
い。シートカバーやウレタン、衝撃吸収材も安全に関
わる重要な部品ですので、決して取り外して使用しな
いでください。また、同様にチャイルドシートに貼ら
れているラベルやシールも安全に関わる重要な部品
ですので、決してはがさないでください。

不適切な保管をしないこと
部品の劣化が早まったり、変質するなどして本製品が正
常に機能しなくなるおそれがありますので、風雨にさらさ
れる露天、直射日光のあたる場所、極端に暑くなる場所、
湿気の多い場所、ホコリの多い場所などで保管しないで
ください。また、このような状態で長期間保管した本製
品を使用してはいけません。

バックルに異常が生じた場合、本製品を使用しないこと
バックルが正しく留まらない、乳幼児ベルトに損傷がある、乳
幼児ベルトを締め付けることができない場合は、ただちに使用
を中止してください。

乳幼児ベルトの状態を適宜確認すること
お子さまが激しく身体を動かしたり、乳幼児ベルトやバッ
クルボタンに触れたりすると、お子さまが正しくチャイルド
シートに固定されなくなるおそれがあります。お子さまに
は、バックルには触れないように言い聞かせ、適宜、乳幼
児ベルトが正しく装着されているかご確認ください。
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以下に記載する内容を守らなければ、死亡または重傷に至る可能性があります。

目的外で本製品を使用しないこと
本製品は、チャイルドシートとしてのみ使用することができま
す。椅子やベッドとして使用するなど、チャイルドシート以外
の目的で使用すると重大な事故につながるおそれがあります。

本製品が損傷し、所定の安全性能を発揮できなくなるお
それがありますので、チャイルドシートに重いものを載せ
たり、自動車のドアや自動車座席のリクライニングで強
くはさむなどしたりしないでください。本製品が損傷し
た場合、本製品を使用してはいけません。

過度の負担を掛けないこと

お子さまがチャイルドシートから落下したり、本製品が落下
したりするなどして思わぬ事故につながるおそれがあります
ので、たとえ乳幼児ベルトで正しく固定されていたとしても、
お子さまを乗せたままチャイルドシートを持ち上げたり、持
ち運んだりしないでください。
また、サポートレッグが突然開き、ケガをするおそれがあり
ますので、本製品を持つ場合には、サポートレッグが開かな
いよう、サポートレッグに手を添えて持つようにしてください。

お子さまを乗せたままチャイルドシートを持ち上げないこと

中古品は、過去の履歴や保管状況、使用状況が不明なため
使用してはいけません。
安全のため、使用しなくなった本製品は、再利用されないよ
う配慮いただき、廃棄するようお願いいたします。

中古品や劣化した本製品を使用しないこと

以下に記載する内容を守らなければ、軽傷または中程度の傷害を負ったり、本製
品またはその他の物品に損害をあたえたりすることがあり得ることを示します。

ヤケドを負うおそれがありますので、チャイルドシートの金属
部品や樹脂部品が、日光により過度に加熱していないか確認
してから、お子さまを乗せてください。また、本製品を操作す
る方も、温度を確認してから操作するようにしてください。野
外に駐車する際には、日陰に駐車したりチャイルドシートに覆
いをしたりするなどして加熱を防ぐようにしてください。

部品の過熱に注意すること

急制動などの際に、チャイルドシートを使用しているお子
さまのみならず、他の同乗者にあたるなどしてケガを負う
おそれがありますので、自動車内にある動く物品は適切に
固定するようにしてください。

車内にある動くものは固定しておくこと

本製品を持ち上げる際に、乳幼児ベルトを持ったり、ソフトパッド、
シェルの生地部分を持つなどして持ち上げないでください。本製
品が破損し、落下するおそれがあります。
本製品を持つ場合は、ベース部分を持つようにしてください。

乳幼児ベルトなど、ベース以外の部分を持って本製品を持ち上げないこと

チャイルドシートが安全に機能しなくなるおそれがありますの
で、お手入れやメインテナンスの際に、稼働部、接合部に潤
滑油を使用してはいけません。本製品のお手入れは、本取扱
説明書の指示に従っておこなうようにしてください。

適切な方法でお手入れすること
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必要なときにいつでも参照できる
よう、本書は、本体底面にある取
扱説明書ホルダーに保管しておい
てください。

本書は取扱説明書ホルダーに保管すること

以下に記載する内容を守らなければ、軽傷または中程度の傷害を負ったり、本製
品またはその他の物品に損害をあたえたりすることがあり得ることを示します。

お子さま、特に新生児期のお子さまを長時間にわたり同じ姿勢で固定すると、お子
さまにストレス、疲労をあたえる可能性があります。より快適にご使用いただくため、
適宜、お子さまをチャイルドシートから降ろして、お子さまが自由に動けるようにし
てあげてください。
また、安全運転のためにもなりますので、最低でも 1 時間に 1 度は休憩をとるよう
にしてください。

長時間連続して使用しないこと

重
要

緊急時の操作
交通事故などの緊急時には、あわてず本製品のバックル
ボタンを押し下げて乳幼児ベルトを外し、速やかにお子
さまを自動車外に脱出させてください。この際に、乳幼
児ベルトや自動車のシートベルトにお子さまが絡まない
ように注意してください。バックルボタンが機能しない場
合は、本製品の ISO-FIX コネクタを、ISO-FIX 固定バー
から外して本体ごと脱出させてください。または、市販
のシートベルトカッターなどを使用して乳幼児ベルトを切
断し、お子さまを車外に脱出させてください。 

基本的な使いかた
ここでは、後ろ向き使用時、前向き使用時に共通する本製品の基本的な使用方法に
ついて説明しています。実際にご使用になるには、お子さまの体重や体格、月齢に
合わせて調節してください。

本書に記載されているすべての事柄を理解して、本製品を正しく取り付け、お子さ
まの体重、体格、月齢に応じて適切に使用すること。

お子さまの体重、月齢、体格、に合わせて適切に使用すること

バックルの使いかた
バックルの外しかた
01
バックルを外すには、①バックルボタ
ンを押し下げます。②「カチッ」と音
がして、差込タングが外れます。

バックルの留めかた
01
左の差込タングの上に右の差込タング
を重ねます。肩ベルトをねじらないよ
うにしてください。

02
そのまま、差込タングを、受けバック
ルに差し込みます。「カチッ」と音が
するまで差し込みます。
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03
軽く肩ベルトを引いて、バックルがしっかりと留まっていることを確認してください。

バックルが正しく留っていないと、本製品の使用中に急にバックルが外れ、お子さまが本製
品から飛び出したり、落下したりするなどして、重大な事故につながるおそれがあります。バッ
クルに異常がある場合は、ただちに本製品の使用を中止して、巻末の保証書に記載のお客様
サービスまでご連絡ください。

バックルは確実に留めて使用すること

バックルの破損、汚損、ケガを防ぐため、お子さまが使用していないとき、保管するときもバッ
クルは常に留めておくようにします。

バックルの中に食べかすやゴミが入らないよう、お子さまを乗せて使用しない場合でも、常
にバックルは留めておくようにしてください。

バックルを清潔に保つこと

肩ベルトの長さ調節

お子さまの体格や月齢、着衣の状態に応じて肩ベルトの長さを調節します。

肩ベルトは、必ず、適切な長さに調節してください。肩ベルトが締められすぎていたり、ゆ
るんでいたりすると、事故や衝撃の際に、お子さまが本製品から飛び出したり、肩ベルトが
首に絡まるなどして思わぬ事故につながるおそれがあります。

肩ベルトの長さは適切に調節すること

左右で肩ベルトの長さが異なると、乳幼児ベルトが所定の機能を発揮できないおそれがあり
ます。必ず左右の肩ベルトを同じ長さに調整してください。

肩ベルトは左右同じ長さに調節すること

ゆるめかた
01
肩ベルトをゆるめるには、①シェルの前端のベルトアジャスター（穴の中にあります
ので外側からは目視できません）を押し込みながら、②左右の肩ベルトを束ねて持っ
て、ゆっくりと手前に引き出します。肩ベルトパッドを持つと、肩ベルトの引き出し
ができませんのでご注意ください。

締めかた
01
アジャストベルトを手前に引くと、肩ベルトが締まります。

お子さまを乗せて肩ベルトを締める場合、アジャストベルトはゆっくりと引くようにしてくださ
い。



29 30

ヘッドレスト・肩ベルトの高さ調節
ヘッドレストと肩ベルトの高さ調節は連動しています。ヘッドレストの高さを調節す
ると、自動的に肩ベルトの高さも調節されます。
お子さまの成長に合わせて、ヘッドレストと肩ベルトの高さを適切に調節してくださ
い。

肩ベルトの高さは、お子さまの体格、月齢に合わせ、必ず、適切な高さに調節してください。
肩ベルトの高さが適切でないと、事故や衝撃を受けた際に、お子さまが本製品から飛び出し
たり、肩ベルトがお子さまの首に絡まるなどなどして、重大な事故につながるおそれがあり
ます。

肩ベルトの高さは適切に調節すること

01
ヘッドレストアジャストレバーを握りながらヘッドレストを上下にスライドさせて、ヘッ
ドレストの高さを調節します。適当な高さで握った手を放して軽く上下に動かすと「カ
チッ」と音がしてヘッドレストが固定されます。ヘッドレストの高さは 6 段階で調節
できます。

参照 P56 ▶ 07 ▶後ろ向きでの使用

参照 P63 ▶ 07 ▶前向きでの使用

ヘッドレスト（肩ベルト）の適切な高さは、後ろ向き使用時、前向き使用時で異なります。そ
れぞれ以下を参照してください。

参照 P10 ▶ソフトパッドの使用

ソフトパッド
本製品のソフトパッドには、ヘッドサポートとボディサポート、クッションがあります。
生後 6 カ月くらいまでのお子さまは、ヘッドサポートとボディサポート、クッション
のすべてを取り付けて使用します。
お子さまの成長に合わせて調節します。P10「ソフトパッドの使用」を参照して、適
切に調節してください。

ご購入時には、ヘッドサポートとボディサポート、クッションが取り付けられています。
生後 6 カ月までのお子さまにすぐにお使いいただけるように調節されています。

取り外し
01
肩ベルトが締められていると、ソフトパッドが取り外しにくくなります。あらかじめ肩
ベルトをゆるめておきます。
①シェルの前端のベルトアジャスター（穴の中にありますので外側からは目視できま
せん）を押し込みながら、②左右の肩ベルトを束ねて持って、ゆっくりと手前に引き
出します。肩ベルトパッドを持つと、肩ベルトの引き出しができませんのでご注意く
ださい。
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02
①左右の肩ベルト、②左右の腰ベルトを、ソフトパッ
ドのすき間から外し、③股ベルト（股ベルトパッド）
を通し穴から抜いて、④ソフトパッドを取り外します。

03
バックルを留めます。

取り外したソフトパッドはなくさないよう、お子さまの手の届かない場所で大切に保管してく
ださい。

ソフトパッドを大切に保管すること

ソフトパッドを調節して使用する場合（以下の項目で記載）も、取り付け、取り外しは同じ手
順です。

取り付け
01
取り外しと逆の手順で取り付けます。

02
取り付け後は、アジャストベルトを引いて、肩ベルトを締
めておきます。

ヘッドサポート
生後 6 カ月以降、お子さまが成長して、頭部が窮屈になったら、ヘッドサポートを取
り外します。

01
ヘッドサポートは、ボディサポートの裏側にホックボタン

（2 カ所）で取り付けられています。
ホックボタンを外して、ヘッドサポートを取り外してくだ
さい。

02
ヘッドサポートを取り付ける場合は、逆の手順で行います。

ヘッドサポートの取り付け時、ボディサポートのクッションを取り外す
と、作業がしやすくなります。



33 34

参照 P32 ▶ソフトパッド▶取り付け

参照 P30 ▶ソフトパッド▶取り外し

クッション
生後 6 カ月以降、お子さまの身体が窮屈な状態になったら、クッションを取り外し
て使用することができます。

01
クッションは、ボディサポートの裏側にホックボタ
ン（4 カ所）で取り付けられています。
ホックボタンを外して、クッションを取り外してく
ださい。

04
クッションは、単体でも使用可能です。リクライニン
グの状態や、お子さまの体格などに合わせご使用く
ださい。
クッションを使用するには、ホックボタンがある側を
表に、U 字部分を前にして、シェルの腰の位置にクッ
ションの角をあわせて、乗せてくだい。

02
ボディーサポートのみ、シェルに取り付けます。
取り付け、取り外しの方法は同様です。

03
クッションを取り付ける場合は、逆の手順で行います。

参照 P30 ▶ソフトパッド▶取り外し

02
①ヘッドレストを最も低い位置まで下げて、②シェ
ルの背もたれの部分のホックボタン（左右 2 カ所）
を取り外します。

サマーシート

取り付け

夏場の熱い時期など、より快適に本製品をご使用いただくために、通気性の高いサ
マーシートが同梱されています。サマーシートは、シェルのカバーと交換して取り付
けて、使用します。

サマーシートは、シェルのカバーと同じ構造です。シェルのカバーを取り外し、取り付ける要
領で、サマーシートを取り付けます。

01
ソフトパッドを取り付けて使用している場合は、ソフトパッドを取り外してください。
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03
シェルのカバーの先端をシェルから外します。

04
股ベルトパッドの部分を股ベルトから抜き、ゆっ
くりとシェルのカバーを、上方向に抜き取りま
す。

引っかかった感じがする場合、無理をせず、引っかかっ
た場所がないか、確認するようにしてください。

ゆっくりと作業してください

05
サマーシートを、逆の手順で取り付けます。

自動車の座席への取り付け・取り外し

安全のため、取り付け、取り外しの作業中は、お子さまを近づけないようにしてください。
お子さまを近づけないようにして作業すること

本製品が落下したり思わぬ動きをして事故につながるおそれがあります。
お子さまを乗せた状態で取り付け、取り外しをしないこと

取り付けかた
本製品は、シェルが回転することにより、後ろ向き、前向きを切り替えて使用するこ
とができます。
自動車の座席への取り付けは、後ろ向き、前向き、どちらの状態でも可能です。こ
こでは、前向き状態にしての取り付けを図示していますが、後ろ向き状態にしての取
り付けも基本的には同じです。

01
本製品を取り付けるシートのシートベルトは、
留めずに巻き取るなどして邪魔にならないよう
にしておきます。シートタングやシートバックル、
その他のものの上に本製品を乗せないようにし
てください。

02
ISO-FIX ガイドを、座席の ISO-FIX 固定バーに
差し込みます。

ISO-FIX 固定バーは、座面と背もたれの間の奥にあります。背もたれを押し上げるか、座面を
押し下げると、ISO-FIX 固定バーが見えますので、その状態で ISO-FIX ガイドを差し込んでく
ださい。また、車種によっては、ISO-FIX 固定バーにカバーが掛けられている場合があります
ので、お車の取扱説明書をご確認ください。

車種によっては、ISO-FIX ガイドを差し込めない場合があります。その場合は、ISO-FIX ガイ
ドを差し込まずに本製品を取り付けることもできますが、ISO 固定バーの周囲の座席の生地
に傷がつく場合があります。あらかじめご了承ください。
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03
サポートレッグを、完全に開き、本製品を、シート座面に乗せます。

シェルは、前向きまたは後ろ向きの状態でのみ固定されます。シェルが横や斜めの状態で本
製品を持つと、シェルが突然回転してケガをするおそれがあります。

シェルは前向きまたは後ろ向きで固定すること

04
ベース側面のアジャストボタンを押して、
ISO-FIX コネクタを引き出します。最後まで
引き出して固定してください。

アジャストボタンはベースの左右についてい
ます。アジャストボタンと ISO-FIX コネクタ
は左右が連動していますので、どちらか一方
を操作すれば、引き出すことができます。

05
左右の ISO-FIX コネクタを、それぞれカチッ
と音がして ISO-FIX 固定バーに固定される
まで ISO-FIX ガイドに差し込んでいきます。

06
①アジャストボタンを押して、②ベースをシート
の背もたれ側に押し付けます。
背もたれにベースが接する程度に押し込みま
す。ただし、サポートレッグとシート座面の先
端側にあたる場合は、強く押し付けすぎないよ
うにします。

サポートレッグがシート座面先端に極端に押し付けられると、ベースがシートから浮いたり、
サポートレッグが正常に機能しなくなるおそれがあります。サポートレッグとシート座面先端
の間にはすき間をあけてください。

無理に押し込まないこと

ISO-FIX コネクタは、アジャストボタンを使い、長さを調節することができます。
押し付けすぎた場合は、同じ手順で手前に引き出すことができます。

シートの生地の仕様によっては、摩擦により
ISOFIX コネクタが本体側に押し戻されること
があります。
その場合 ISO-FIX コネクタを持つなどして、
ISO-FIX コネクタを少し浮かせた状態にして
差し込んでください。
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07
左右の ISO-FIX コネクタのインジケーターが両方とも緑色になっていることを確認し
ます。必ず、左右両方とも確認してください。
左右いずれか一方でも緑色になっていない場合は、もう一度差し込み直してください。

ISO-FIX コネクタのインジケーターを確認するため、明るい場所で作業するか、懐中電灯で照
らすなどしてください。
また、ISO-FIX コネクタのインジケーターが緑色になっている場合でも、念のため、しっかり
と固定されているかどうか、軽く本製品を動かして確認するようにしてください。

ISO-FIX コネクタが確実に ISO-FIX 固定バーに取り付けられていないと、事故や衝撃を受け
た際に、本製品が自動車の座席から外れ、思わぬ事故につながるおそれがあります。
ISO-FIX インジケーターのいずれか一方でも緑色になっていない場合、本製品は正しく取り
付けられていない状態ですので、両方の ISO-FIX インジケーターが緑色になるよう取り付け
直してください。

ISO-FIXコネクタは確実に固定すること

08
サポートレッグ先端の①サポートレッグアジャス
トボタンをつまみながら、②サポートレッグを
調節してサポートレッグの先端の全体が床面に
接するようにします。

09
サポートレッグインジケーターが緑色になっていることを確認します。サポートレッグ
インジケーターが緑色になるよう、サポートレッグを調節してください。

サポートレッグが完全に床面に接地するとサポートレッグインジケーターは緑色になります。
赤色の場合や赤色が半分以上表示されている場合は、サポートレッグが完全には接地してい
ませんので、サポートレッグを調節して、サポートレッグインジケーターが緑色になるように
してください。

サポートレッグインジケーターが緑色になっていることを確認すること

サポートレッグは、安全上大変重要な部品です。サポートレッグは、自動車の床面に接地さ
せますので、サポートレッグの下に物を置かないでください。また、サポートレッグが正しく
機能しなくなるおそれがありますので、サポートレッグの周囲、特にサポートレッグの前に物
を置かないようにしてください。

サポートレッグの下や周囲に物を置かないこと

サポートレッグを調節する際に、本製品の底面が座面から浮かないようにしてください。本
製品の底面が座面に、サポートレッグが床面にそれぞれ接している状態にします。

本製品をシート座面から浮かせないこと
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チェックリスト

❶
❷

❸

❹
❺

サポートレッグが完全に開いていること。
サポートレッグの先端が床面に接し、サポートレッグインジケーターが緑色に
なっていること。
サポートレッグの接する床面が安定していること。また、サポートレッグの下、
周辺に物品が置かれていないこと。
本製品の底面がシート座面に接していること。
ベースの後端が背もたれに接していること。ISO-FIX コネクタが ISO-FIX 固定
バーに固定され、ISO-FIX インジケーターが左右とも緑色になっていること。
ISO-FIX コネクタがしっかり奥まで押し込まれていること。

10
以下のチェックリストを確認します。一つでも正しくない部分があれば、もう一度取
り付けなおしてください。

❶

❷

❸
❹
❺

取り外しかた

01
ISO-FIX コネクタはダブルロック構造になってい
ます。左右の ISO-FIX コネクタを同時に操作して
ください。
①のリリースボタンを押しながら、②のリリース
ボタンを押してロックを解除して、③ ISO-FIX 固
定バーからを抜きます。

ISO-FIX コネクタは左右同時に取り外します。
左右同時に操作すること

02
ベース側面のアジャストボタンを押して、ISO-
FIX コネクタをベースに収納します。

破損を防ぐため、シートから取り外した場合は、
ISO-FIX コネクタはベースに収納するようにし
ておきます。

03
ISO-FIX ガイドを取り外します。ISO-FIX ガイ
ドをなくさないよう、大切に保管してください。

ISO-FIX ガイドが紛失、破損したり、乗員がケ
ガをするおそれがあります。ISO-FIX ガイドは、
必ず取り外した上、お子さまの手の届かない場
所で、なくさないよう大切に保管してください。

ISO-FIXガイドを取り外すこと
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04
自動車から取り出し、サポートレッグをたたみます。

サポートレッグはたたまれた状態で完全には固定され
ませんので、サポートレッグを下から支えるようにして
本製品を持ち、車外に取り出します。

本製品の座席から取り外したら、そのまま車内に置いておか
ないでください。本製品が正しく固定されていないと、交通
事故や急制動の際に本製品等が移動し、運転操作の邪魔に
なったり、他の同乗者にあたるなどして、重大な事故につな
がるおそれがあります。

本製品を座席から取り外したら必ず車外に出しておくこと

サポートレッグが突然開いてケガをするおそれがあります。本製品を持
ち運ぶ際には、片手をサポートレッグに添えて持ち運ぶようにしてくだ
さい。

本製品を持ち運ぶ際には、サポートレッグに手を添えておくこと

参照 P8 ▶使用できるお子さまの条件

座席（シェル）の回転
本製品は、シェルが回転することにより、後ろ向き、前向きを切り替えて使用するこ
とができます。
また、シェルをドア側に回転させると、よりスムーズにお子さまの乗せ降ろしができ
ます。
前向きから後ろ向き、後ろ向きから前向きの回転では、注意する事柄に異なる部分
がありますのでご注意ください。

シェルの回転操作は、シートに取り付けた状態で行います。ベースがシートに固定されていな
いと、シェルが思わぬ動きをすることがあります。

お子さまが、シートベルトにひっかかったり、お子さまの手足
がシートと本製品の間にかかっていたりすると、ケガをするお
それがあります。シェルを回転させる際には、お子さまの安全
を確認して、ゆっくりと回すようにしてください。

シェルは安全を確認してゆっくりと回転させること

本製品は、お子さまの乗せ降ろしのときや、前向き、後
ろ向きの切り替えの際に、座席（シェル）を回転させるこ
とができます。
実際に使用される場合は、座席（シェル）は、前向き、後
ろ向きのいずれかの向きで、確実に固定しなければなり
ません。座席（シェル）を横に向けた状態では絶対に使用
しないでください。

シェルは、前向き、後ろ向きのいずれか以外の向きで使用しないこと

使用するシェルの向きは、基準により定めらています。使用できるお子さまの条件を必ず守っ
てください。

お子さまの体重により、前向きでの使用には制限があります
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回転するシェルに、手や指を挟むおそれがあります。回転操
作する際は、回転させる方も安全を確認して、可動部分に手
を置いたり指を差し入れたりしないようにして操作してくださ
い。

稼働する部分に手指を置かないこと

お子さまが乗っていない場合でも、シェルは後ろ向き、前向きのいずれかで固定しておいてく
ださい。自動車の走行中にシェルが動くと思わぬ事故につながるおそれがあります。

シェルは後ろ向き、前向きのいずれかで固定しておくこと

シートが干渉して、回転できない場合は、無理に回転させないでください。シートが傷つい
たり、本製品が破損するおそれがあります。このような場合は、以下の通りに対処してくだ
さい。

無理に回転させないこと

参照

シートのヘッドレストを取り外してください。
この場合、取り外したヘッドレストはそのまま車内に置かず、必ず自動車のトランク
など安全な場所で保管するようにしてください。

P38 ▶ 06

自動車のシートの調整
本製品の回転時に、シートの背もたれやシートのヘッドレストとシェルが干渉する場
合があります。
その場合、以下のように対応してください。

●ヘッドレストと干渉する場合

ISO-FIX コネクタを操作して、本製品をシートから少し離してください。

●ヘッドレストが外せない場合
●シートの背もたれと干渉する場合

前向きから回転させる
本製品の回転時に、シートの背もたれやシートのヘッドレストとシェルが干渉する場
合があります。
その場合、以下のように対応してください。

01
①回転レバーを押し上げて、②シェルを回
転させます。シェルは左右、どちらにも回
転します。
回転レバーの上に、リクライニングレバー
がありますので、間違わないように注意し
てください。

02
お子さまを乗せ降ろしする場合は、ドア側に横
向きにします。横向きではシェルは固定されま
せんので、乗せ降ろしの際はご注意ください。
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03
そのまま、後ろ向きになるまで回転させ
ると「カチ」っと音がしてシェルが後ろ
向きで固定されます。

回転レバーが上がったままの状態では、
シェルは固定されていません。回転レバー
が下がっていることを確認してください。

後ろ向きから回転させる
後ろ向きから前向きへの回転の場合、シートの背もたれと本製品のすき間に手を差
し入れて操作します。
狭い空間に手を差し入れるので、ケガしないように注意して操作してください。

01
シェルとシートの背もたれの間に、横側から手
を差し入れます。

02
①回転レバーを押し上げて、②シェルを少しだけ回転させます。
シェルは左右、どちらにも回転します。
回転レバーの上に、リクライニングレバーがありますので、間違わないように注意し
てください。

03
回転レバーから手を離して、すき間から手を抜
きます。

手がシェルとシートの背もたれに挟まれてケガを
するおそれがあります。

すき間に手を入れたまま回転させないこと
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04
お子さまを乗せ降ろしする場合は、ドア側に横
向きにします。横向きではシェルは固定されま
せんので、乗せ降ろしの際はご注意ください。

05
そのまま、前向きになるまで回転させる
と「カチ」っと音がしてシェルが前向き
で固定されます。

回転レバーが上がったままの状態では、
シェルは固定されていません。回転レバー
が下がっていることを確認してください。

リクライニング
本製品には、シェルの角度を変えるリクライニング機構が装備されています。
リクライニングは、5 段階で調節可能です。
後ろ向き、前向きとも 5 段階で調節して使用することができます。
お子さまの月齢が低い間（お子さまの首がすわる 4 カ月頃くらいまで - 後ろ向き）は、
リクライニングを最も寝かせた状態にして使用してください。

お子さまの月齢が低い間、特に首がすわるまでの間は（お
よそ生後４ヵ月頃）、お子さまの姿勢を立てた状態にすると
首が倒れて気道を圧迫し、呼吸に影響を与えるおそれがあ
りますので、リクライニングを最も寝かせた状態にして使
用してください。
お子さまの首がすわった後でも、月齢の低い間は様子を確
認して、リクライニングを調節するようにしてください。

お子さまの首がすわるまで（生後4ヵ月頃）までは、最も寝かせた状態で使用すること
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01
①リクライニングレバーを押し上げて、
②シェルの角度を調節します。
リクライニングレバーの下に、回転レバー
がありますので、間違わないように注意
してください。

後ろ向きで使用している場合は、シェルと
自動車のシートの背もたれとの間に横から
手を差し入れて操作してください。

お子さまの乗せかた

お子さまの体重が 9kg 以上になるまでは、後ろ向きでのみ使用可能です。
正しい向きで使用すること

お子さまを乗せたまま本製品を取り付けないでください。お子さまが落下するおそれがあり
ます。

本製品をシートに取り付けてからお子さまを乗せること

後ろ向きでの使用

お子さまの体重が 9kg になるまでは、後ろ向きのみで使用可能です。
お子さまの体格が合えば、体重 18kg（4 歳頃）まで後ろ向きで使用可能です。
お子さまの体重が 9kg を超えて、お子さまの足が自動車のシートの背もたれに接す
るようになったら、前向きにして使用してください。

参照 P30 ▶ソフトパッド

参照 P10 ▶ソフトパッドの使用

参照 P41 ▶ 10 ▶チェックリスト

参照 P50 ▶リクライニング

準備
01
お子さまの月齢、体格に合わせてソフトパッドを調節します。

生後 6 カ月頃までは、ソフトパッドを全て（ヘッドサポート・ボディサポート・クッション）取
り付けた状態で使用してください。

02
本製品が正しく自動車のシートに取り付けられていることを確認してください。

03
お子さまの月齢が低い場合（お子さまの首がすわるまで）は、リクライニングの角度
を最も寝かせた状態にしておいてください。

参照 P44 ▶シェルの回転

お子さまの乗せかた
01
必要に応じて、お子さまを乗せやすい方向にシェルを回転させてください。



53 54

02
①シェルの前端のベルトアジャスター（穴の中にありますので外側からは目視できま
せん）を押し込みながら、②左右の肩ベルトを束ねて持って、ゆっくりと手前に引き
出し、肩ベルトをゆるめます。

肩ベルトパッドを持つと、肩ベル
トの引き出しができません。肩ベ
ルトを持つようにしてください。

03
お子さまが、受けバックルや差し込みタング
の上に座らないよう、あらかじめバックルを
外し、①股ベルト（受けバックル）を前側に
倒し、②差し込みタングを外側に出して、ゴ
ムループに差し込んでおきます。

04
お子さまが、受けバックルや差し込みタングの上に
座らないよう、あらかじめバックルを外し、①股ベ
ルト（受けバックル）を前側に倒し、②差し込みタン
グを外側に出して、ゴムループに差し込んでおきます。

お子さまは楽な姿勢で座らせてください。座りかたが、浅すぎたり、深すぎたりしないように
ご注意ください。

誤った姿勢で乗っていると、お子さまを正しく固定できず、事故や急制動の際にお子さまが
本製品から飛び出すなどして思わぬ事故につながるおそれがあります。必ずお子さまを正し
い姿勢で本製品に乗せてください。

お子さまを正しい姿勢で乗せること



55 56

05
肩ベルトが十分にゆるんでいることを確認しま
す。
肩ベルトをゴムループから外して、お子さまの
腕を通します。
肩ベルト、腰ベルト、股ベルトににねじれがな
いことを確認して、腰ベルトがお子さまの骨盤
の上を通るようにして、「カチッ」と音がするよ
うにしっかりとバックルを留めます。

乳幼児ベルトがきつい場合は無理にバックルを留めず、肩ベルトをさらにゆるめてからバック
ルを留めます。
次に記載の、肩ベルトの高さの調節をおこなうと、さらに乳幼児ベルトが締め付けられるおそ
れがあります。

乳幼児ベルトにねじれがあると、本製品が所定の安全性能を発揮できなくなるおそれがあり
ます。バックルを留める際には、肩ベルト、腰ベルト、股ベルトにねじれがないことを確認し
てください。

乳幼児ベルトをねじらないようにすること

参照 P53 ▶ 02

参照 P29 ▶ヘッドレスト・肩ベルトの高さ調節

06
肩ベルトの高さを確認、調節します。
乳幼児ベルトが締め付けられている場合は、さらに肩ベルトをゆるめてください。 

07
後ろ向き使用時には、お子さまの肩の位置
よりも低く、かつ最もお子さまの肩の位置
に近い高さに調節します。
お子さまの肩の高さよりも高い位置だと、
お子さまが乳幼児ベルトから抜けるおそれ
があります。

肩ベルトの高さは毎回調節する必要はありませんが、適正な高さになっているかを使用毎に
確認するようにしてください。
ソフトパッドを調節した場合は、肩ベルトの高さ調節が必要となります。
また、お子さまの成長に合わせて、適宜調節してください。

肩ベルトの高さは、必ず、適切な高さに調節してください。肩ベルトの高さが適切でないと、
事故や衝撃を受けた際に、お子さまが本製品から飛び出したり、肩ベルトがお子さまの首に
絡まるなどなどして、重大な事故につながるおそれがあります。

肩ベルトの高さは適切に調節すること

肩ベルトの高さ調節は、お子さまの頭部に負担がかからないよう、やさしく、ゆっくりと操
作してください。

やさしく、ゆっくりと操作すること
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参照 P53 ▶ 02

08
肩ベルトとお子さまの間に、①片手の掌を差し
込んで、②別の手でアジャスターベルトをゆっく
りと引っ張り、締めつけていきます。差し込んだ
掌が肩ベルトとお子さまの身体の間に挟まれる
まで、アジャスターベルトを締めつけてください。

締め付けすぎた場合は、ベルトアジャスターを使って、肩
ベルトをゆるめてから締めなおしてください。

肩ベルトが強く締まりすぎるおそれがありますので、アジャスターベルトを、勢いよく引っ張
らないでください。
強く肩ベルトが締まるほど、お子さまの保護は強くなりますが、強く締めすぎるとお子さま
が苦しくなってしまいます。逆に、締めつけがゆるすぎると、使用中にお子さまが本製品から
落下したり、衝撃を受けた際にお子さまを正しく保護することができません。必ず、大人の
片手の掌が差し込める程度に締めつけるようにしてください。

アジャスターベルトは慎重にゆっくりと操作すること

参照 P44 ▶シェルの回転

09
シェルを後ろ向きに回転させて、固定します。

10
以下のチェックリストを確認して、正しい状態になっているか確認してくださ
い。
正しい状態になっていない部分をやり直して、正しい状態にしてから本製品
を使用してください。

❷

❺

❶
❸
❹
❻

チェックリスト

❶
❷

❸
❹

❺
❻
❼

肩ベルトの高さが適正に調節されていること
ソフトパッドが正しく取り付けられていること（生後 6 カ月頃まではすべてのソ
フトパッドを取り付けて使用します）
乳幼児ベルトが適正に締め付けられていること
肩ベルト、腰ベルト、股ベルトにねじれがないこと。腰ベルトがお子さまの骨
盤の上を通っていること
バックルがしっかりと留まっていること
お子さまが正しい姿勢で座っていること
リクライニングが適切に調節されていること（お子さまの首がすわる生後 4 カ
月頃までは最も寝かせた状態にして使用します）
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11
お子さまを降ろすには、降ろしやすい方向にシェルを回転させます。
バックルを外して、お子さまの腕を肩ベルトから抜き、ゆっくりとお子さまを降ろし
てください。
お子さまを降ろした後、バックルを留めておいてください。

勢いよくお子さまを降ろすと、お子さまが肩ベルトから完全に腕が抜けていない場合など、
重大な事故につながるおそれがあります。肩ベルトに引っかからないように注意しながら、
お子さまをゆっくりと降ろすようにしてください。

お子さまを勢いよく降ろさないこと

12
お子さまを降ろした後、シェルは、後ろ向き、前向きのいずれかで固定しておいてく
ださい。

お子さまの体重が 9kg を超えたら（1 歳頃）、シェルを前向きにして使用することが
できます。
体重 18kg（4 歳頃）まで使用することができます。
体格が合えば、体重 18kg まで、後ろ向きでも使用することができます。

前向きでの使用

前向きにしての使用は、体重が 9kg を超えてからのみ可能です。体重が 9kg を超えるまでは
必ず後ろ向きにして使用してください。

体重が 9kgを超えるまでは、後ろ向きで使用すること

参照 P41 ▶ 10 ▶チェックリスト

準備
01
本製品が正しく自動車のシートに取り付けられていることを確認してください。

参照 P44 ▶シェルの回転

お子さまの乗せかた

01
必要に応じて、お子さまを乗せやすい方向にシェルを回転させてください。

02
①シェルの前端のベルトアジャスター（穴の中にありますので外側からは目視できま
せん）を押し込みながら、②左右の肩ベルトを束ねて持って、ゆっくりと手前に引き
出し、肩ベルトをゆるめます。

肩ベルトパッドを持つと、肩ベル
トの引き出しができません。肩ベ
ルトを持つようにしてください。

03
お子さまが、受けバックルや差し込みタングの
上に座らないよう、あらかじめバックルを外し、
①股ベルト（受けバックル）を前側に倒し、②
差し込みタングを外側に出して、ゴムループに
差し込んでおきます。
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04
楽な姿勢にして本製品に座らせます。お子さまの背
筋を伸ばし、腰を深くして乗せ、股ベルトを両足の
間に入れます。

お子さまは楽な姿勢で座らせてください。座りかた
が、浅すぎたり、深すぎたりしないようにご注意く
ださい。

誤った姿勢で乗っていると、お子さまを正しく固定できず、事故や急制動の際にお子さまが
本製品から飛び出すなどして思わぬ事故につながるおそれがあります。必ずお子さまを正し
い姿勢で本製品に乗せてください。

お子さまを正しい姿勢で乗せること

05
肩ベルトが十分にゆるんでいることを確認しま
す。
肩ベルトをゴムループから外して、お子さまの腕
を通します。
肩ベルト、腰ベルト、股ベルトににねじれがない
ことを確認して、腰ベルトがお子さまの骨盤の上
を通るようにして、「カチッ」と音がするようにしっ
かりとバックルを留めます。

参照 P60 ▶ 02

06
肩ベルトの高さを確認、調節します。
乳幼児ベルトが締め付けられている場合は、さらに肩ベルトをゆるめてください。 

乳幼児ベルトがきつい場合は無理にバックルを留めず、肩ベルトをさらにゆるめてからバック
ルを留めます。
次に記載の、肩ベルトの高さの調節をおこなうと、さらに乳幼児ベルトが締め付けられるおそ
れがあります。

乳幼児ベルトにねじれがあると、本製品が所定の安全性能を発揮できなくなるおそれがあり
ます。バックルを留める際には、肩ベルト、腰ベルト、股ベルトにねじれがないことを確認し
てください。

乳幼児ベルトをねじらないようにすること
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参照 P29 ▶ヘッドレスト・肩ベルトの高さ調節

07
前向き使用時の場合、お子さまの肩の位置よりも高く、かつ最もお子さまの肩の位
置に近い高さに調節します。
お子さまの肩の高さよりも低い位置だと、装着時に不快になるだけでなく、事故や
衝撃を受けたときに肩ベルトが外れるおそれがあります。

肩ベルトの高さは毎回調節する必要はあ
りませんが、適正な高さになっているかを
使用毎に確認するようにしてください。
ソフトパッドを調節した場合は、肩ベルト
の高さ調節が必要となります。
また、お子さまの成長に合わせて、適宜調
節してください。

肩ベルトの高さは、必ず、適切な高さに調節してください。肩ベルトの高さが適切でないと、
事故や衝撃を受けた際に、お子さまが本製品から飛び出したり、肩ベルトがお子さまの首に
絡まるなどなどして、重大な事故につながるおそれがあります。

肩ベルトの高さは適切に調節すること

肩ベルトの高さ調節は、お子さまの頭部に負担がかからないよう、やさしく、ゆっくりと操
作してください。

やさしく、ゆっくりと操作すること

08
肩ベルトとお子さまの間に、①片手の掌を差し込
んで、②別の手でアジャスターベルトをゆっくりと
引っ張り、締めつけていきます。差し込んだ掌が
肩ベルトとお子さまの身体の間に挟まれるまで、
アジャスターベルトを締めつけてください。

参照 P60 ▶ 02

締め付けすぎた場合は、ベルトアジャスターを使って、肩
ベルトをゆるめてから締めなおしてください。

肩ベルトが強く締まりすぎるおそれがありますので、アジャスターベルトを、勢いよく引っ張
らないでください。
強く肩ベルトが締まるほど、お子さまの保護は強くなりますが、強く締めすぎるとお子さま
が苦しくなってしまいます。逆に、締めつけがゆるすぎると、使用中にお子さまが本製品から
落下したり、衝撃を受けた際にお子さまを正しく保護することができません。必ず、大人の
片手の掌が差し込める程度に締めつけるようにしてください。

アジャスターベルトは慎重にゆっくりと操作すること

参照 P44 ▶シェルの回転

09
シェルを前向きに回転させて、固定します。

本製品は、お子さまの体重が 18kg になるまで使
用することができます。
お子さまの体重が 9kg を超えたら、前向きにして
使用することができます。
お子さまの体格が合えば、18kg まで後ろ向きで
も使用できますが、お子さまの足がシートの背も
たれにあたるようになったら、前向きにして使用し
てください。
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チェックリスト

❶
❷
❸
❹
❺

肩ベルトの高さが適正に調節されていること
乳幼児ベルトが適正に締め付けられていること
肩ベルト、腰ベルト、股ベルトにねじれがないこと
お子さまが正しい姿勢で座っていること
腰ベルトがお子さまの骨盤の上を通っていること
バックルがしっかりと留まっていること

10
以下のチェックリストを確認して、正しい状態になっているか確認してください。
正しい状態になっていない部分をやり直して、正しい状態にしてから本製品を使用し
てください。

❶

❷
❸

❹
❺

11
お子さまに、バックルを触らないよう言い聞かせてく
ださい。

バックルはお子さまには外しにくいよう、操作がかため
に設計されていますが、お子さまが成長すると、自ら
外してしまうおそれがあります。
本製品使用中は、バックルに触れないよう、バックルを
外さないよう、普段から言い聞かせてください。

バックルが外れると、大変に危険です

12
お子さまを降ろすには、降ろしやすい方向にシェルを回転させます。
バックルを外して、お子さまの腕を肩ベルトから抜き、ゆっくりとお子さまを降ろし
てください。
お子さまを降ろした後、バックルを留めておいてください。

勢いよくお子さまを降ろすと、お子さまが肩ベルトから完全に腕が抜けていない場合など、
重大な事故につながるおそれがあります。肩ベルトに引っかからないように注意しながら、
お子さまをゆっくりと降ろすようにしてください。

お子さまを勢いよく降ろさないこと

13
お子さまを降ろした後、シェルは、後ろ向き、前向きのいずれかで固定しておいてく
ださい。

お手入れのしかた
本製品では、お手入れのため、シートのカバー、パッド類を取り外すことができます。
お手入れ後は、取り外したカバー、パッド類を必ず元に戻してください。

チャイルドシートが所定の安全性能を発揮できなくなるおそれが
ありますので、本取扱説明書で別段の指示がない限り、部品を
取り外して使用しないでください。シートカバーやウレタン、衝
撃吸収材も安全に関わる重要な部品ですので、お手入れ時も含
め、決して取り外した状態で使用しないでください。また、同様
に、チャイルドシートに貼られているラベルやシールも安全に関
わる重要な部品ですので、決してはがさないでください。

部品を取り外した状態で使用しないこと

お子さまが本製品の機構部に手や指を差し入れてケガをするおそれがあります。
お手入れ等のため、カバー類を外したら、取り付け直すまでの間は、お子さまの手の届かな
い場所で保管するようにしてください。

カバー類を外した状態の本製品は、お子さまの手の届かない場所に置いておくこと
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参照 P30 ▶ソフトパッド▶取り外し

ソフトパッド、カバー、パッド類の取り外し

取り付け直す際の参考になりますので、以下の各項目（取り外し）を行う際に、各作業をデジ
タルカメラや、携帯電話、スマートホンなどで写真を撮っておくと便利です。

ソフトパッド

01
ソフトパッドを取り付けて使用している場合は、ソフトパッドを取り外してください。

肩ベルトパッド・カバー類
01
あらかじめ、バックルを外しておきます。

02
肩ベルトパッドのホックボタンを外しま
す。左右とも外してください。

03
肩ベルトパッドとヘッドレストから出ているベルトを
留めている面ファスナーを外して、肩ベルトパッドを
取り外します。左右とも取り外してください。

04
シェルの背もたれの部分のホックボタン（左右 2 カ所）
を取り外します。

05
ヘッドレストを最も高い位置まで上げます。

ヘッドレストを上げないと、ヘッドレストのカバーの取り外
しが困難です。
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06
①ヘッドレスト背面の 2 か所（ヘッドレストアジャスト
レバーの左右）のフックに掛けられているヘッドレスト
のカバーのゴムを取り外します。
②ヘッドレストの左右外側とシェルとの間に手を入れ、
ヘッドレストのカバーのゴムを取り外します。左右とも
取り外してください。

ヘッドレスト外側左右と、シェルの間は狭くなっています。
手や指をケガしないよう注意して、手を差し入れてゴムを
取り外してください。

注意して作業してください

07
ヘッドレスト部のカバーをゆっくりと取り外します。ま
だ、ヘッドレストのカバー全体は取り外せません。ここ
では、ヘッドレスト部のカバーのみ取り外します。

ヘッドレストのカバーが引っかかった感じがする場合、無
理をせず、引っかかった場所がないか、4 か所すべてのゴ
ムが外れているか確認するようにしてください。
またヘッドレストに取り付けてある、衝撃吸収材、ウレタ
ン等に傷をつけないように注意してください。

ゆっくりと作業してください

08
ヘッドレストのカバーは、ヘッドレスト下部のシェルの
背もたれプレートに差し込まれています。
①肩ベルトを切り込み部から外し、②カバーの背もた
れ部を下方向に抜いて、ヘッドレストのカバーを取り外
します。

09
ヘッドレストを最も低い位置まで下げます。

10
シェルのカバーの先端をシェルから外します。
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11
シェルのカバーの先端についている 2 カ所の股ベルト
パッドの部分を股ベルトから抜き、ゆっくりとシェル
のカバーを、上方向に抜き取ります。

シェルのカバーが引っかかった感じがする場合、無理をせ
ず、引っかかった場所がないか、確認するようにしてくだ
さい。
またヘッドレストに取り付けてある、衝撃吸収材、ウレタ
ン等に傷をつけないように注意してください。

ゆっくりと作業してください

12
取り付けは、逆の手順で行ってください。

バックルの破損、汚損、ケガを防ぐため、お子さまが使用して
いないとき、保管するときもバックルは常に留めておくようにし
ます。

取り外した、ソフトパッド、カバー、パッド類は、以下の表示に従ってお手入れして
ください。

01
30℃以下の水で手洗いしてください。
軽く絞って、形を整え、陰干ししてく
ださい。

ソフトパッド、カバー、パッド類のお手入れ

指定外の方法でソフトパッド、カバー、パッド類を洗うと、破損、破れ、型崩れしたり、縮ん
だりするおそれがあります。

指定外の方法で洗濯しないこと

ソフトパッドのクッションは、洗濯することができません。ブラシ
で汚れを落とすか、水に浸しよく絞った柔らかい布で汚れをふき
取るようにしてください。

ソフトパッドのクッションは、水に浸さないでください。変形、変質するおそれがあります。
水に浸さないでください

ボディサポート
ヘッドサポート
ヘッドレストのカバー
シェルのカバー
パッド類

汚れがひどい場合には、薄めた中
性洗剤を使用してください。洗剤
を使用した場合、水でよくすすぎ、
洗剤を完全に落としてください。
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洗濯機は使用しないでください

アイロンは使用しないでください

タンブラー乾燥はしないでください
破損、縮みの原因となります。
乾燥機は使用しないでください。

有機溶剤を使用しないでください
ガソリン、シンナーなどは使用しないでください。変質、破損のおそれがあります。

漂白剤は使用できません
劣化を早め、変退色の原因となります。

きつく絞らないでください
型崩れ、変形の原因となります。

破損、変形の原因となります。
重量の偏りにより、洗濯機が故障するおそれがあります。

破損、縮みの原因となります。

シェル、ベース、ISO-FIX コネクタ、サポートレッグのお手入れ

シリコンオイル、グリース、ミシン油などの潤滑剤を絶対に使用しないでください。
潤滑剤が付着すると、本製品が安全に機能しなくなるおそれがあります。

潤滑剤を絶対に使用しないこと

樹脂部分

01
お湯または水につけて、きつく絞った柔らかい布で汚れを拭きとってください。洗剤
類は使用しないでください。

洗剤類、市販のウエットタオル（ウエットティッシュ）、赤ちゃんのお尻ふきは使用しないでく
ださい。
含まれる成分によっては、樹脂が劣化、変質するおそれがあります。

ウエットタオル（ウエットティッシュ）は使用しないでください

金属部分

01
お湯または水につけて、きつく絞った柔らかい布で汚れを拭きとってください。
バックルおよび ISO-FIXコネクタを除く金属部分に関して、食べかすなど油分を含
む汚れを落とす場合には、薄めた中性洗剤を溶かした水につけ、良く絞った柔らか
いタオルで汚れをふき取るようにしてお手入れしてください。中性洗剤を使用した場
合、お手入れ後は洗剤をよくふき取ってください。

サビが発生し、本製品が正常に機能しなくなるおそれがあります。
水分を使用してお手入れした場合は、しっかりと乾燥させてください。

水を直接かけないでください

ISO-FIX コネクタ
サポートレッグ
01
表面の汚れは、お湯または水につけて、きつく絞った柔らかい布で汚れを拭きとって
ください。洗剤類は使用しないでください。内部や、手の届かない場所のお手入れは、
市販のエアダスターを使用するか、掃除機を使用してゴミやほこりを吸い取るように
してください。

ISO-FIX コネクタおよび、自動車の ISO-FIX 固定バーは常に清潔に保つようにしてください。

他の部位のお手入れにおいても、潤滑剤は使用できませんが、特に、ISO-FIX コネクタ、サポー
トレッグに潤滑剤を使用すると、大変に危険です。絶対に使用しないでください。

絶対に洗剤類や潤滑剤を使用しないこと
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長期間ご使用にならない場合は、自動車から取り外しておいてください。

ほこりがバックル内に入らないよう、保管時もバックルは留めておくようにしてください。

直射日光の当たらない、寒暖差の激しくない、湿気の少ない室内で保管してください。

雨風のあたる露天では保管しないでください。

本製品を廃棄する際には、お住まいの自治体の指示に従い、正しく廃棄するように
してください。
また、再利用による事故を防ぐため「廃棄品」と明示しシートを破るなどして、再利
用を不可能な状態にして廃棄するようお願いいたします。

乳幼児ベルト、バックルのお手入れ

バックルが正しく機能しなくなるおそれがありますので、差込タング、受けバックルのお手入
れには、絶対に洗剤類や潤滑剤を使用しないでください。なにも混ぜていない水かお湯を使っ
てお手入れしてください。含まれる成分によっては、樹脂部分の劣化、変質の原因となりま
すので、市販のウェットタオル（ウェットティッシュ）や赤ちゃんのお尻ふきは使用しないで
ください。

絶対に洗剤類や潤滑剤を使用しないこと

正しく差込タングを受けバックルに差しても「カチッ」と音がしない、バックルボタンが動か
ないなど、バックルに異常を発見した場合はただちに本製品の使用を中止して、本取扱説明
書末尾に記載の弊社お客様サービスまでお問い合わせください。

バックルに異常がある場合は直ちに使用を中止すること

乳幼児ベルト
01
お湯または水につけて、きつく絞った柔らかい布で拭いて汚れを拭きとってください。
洗剤類は使用しないでください。

バックル
01
お湯または水につけて、きつく絞った柔らかい布で拭いて汚れを拭きとってください。
洗剤類は使用しないでください。

02
受けバックルの内側は、ご家庭の掃除機でゴミやほこりを吸い取るか、市販のエア
ダスターで中のゴミ、ほこりを吹き飛ばすようにしてください。

保管のしかた

廃棄のしかた
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